【長崎県立長崎図書館の概要】
　令和元年１０月、県立長崎図書館と大村市立図書館が施設区分のない一つの図書館（ミライｏｎ図書館）として整備されました。本県における生涯学習社会実現のための知の拠点として、資料及び情報の収集、整理、保存に努めるとともに、県内公立図書館等と連携・協力し、県民や地域の豊かな暮らしに役立つ資料や情報を積極的に提供する図書館を目指しています。ミライｏｎ図書館として１３０万冊以上の蔵書があります。
バリアフリー資料として、大活字本、ＬＬブック、朗読ＣＤ、字幕・音声案内付ＤＶＤ等があります。
　令和４年３月には、長崎県に関する郷土の資料を収集、提供、保存する施設として、郷土資料センターが開館しました。
【開館時間】　【平日】１０：００～２０：００　【土日祝日】１０：００～１８：００
【休館日】毎週月曜日、年末年始
【場所】　　　〒 ８５６－０８３１　長崎県大村市東本町４８１
【電話番号】　　（０９５７）４８－７７００
【ファックス】　（０９５７）４８－７７０３
【ホームページアドレス】　https://miraionlibrary.jp/
＜県立長崎図書館が行っている視覚障害者等を対象にしたサービス＞

〇視覚障害者等サービス
活字による読書に困難を感じている方のためのサービスです。「サピエ」や「国立国会図書館視覚障害者等用データ送信サービス」を利用して、自宅から直接ダウンロードして視聴したり、音声デイジー図書のデータをコピーしたＣＤを借りたりすることができます。
【対象】以下のような理由で活字による読書に困難を感じている方。なお、障害者手帳の有無は問いません。
・病気等で文字が読みにくくなった方
・視覚にハンディキャップがある方
・上肢に障害等があり、本を長時間持ったり、ページをめくったりするのがつらい方
※その他、上記以外の理由で活字による読書に困難を感じている方でも、ご利用いただける場合があります。
〇障害者ふれあいブックメールサービス

　身体的障害などのため図書館の利用が困難な方に、郵送による図書館資料の貸出を行うサービスです。

【対象】県内在住の身体障害者手帳（区分により程度に違いがあります）をお持ちの方
【利用について】
・図書等：貸出可能なミライｏｎ図書館所蔵の図書等

・冊数：５０冊

・期間：２２日間以内（往復の配送期間を含む）

※送料は長崎県立長崎図書館が往復負担します。

○対面朗読サービス
文字を自力で読むことが困難な人に向けたサービスです。図書館にある資料を、ボランティアが対面朗読室でお読みします。

（新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、当面の間、中止しています。）
○高齢者等有料配送サービス

近くの公立図書館等に行くことが難しい方に、図書等を有料で直接自宅に配送するサービスです。
【対象】　県内に居住される方で以下のいずれかに該当する方

　・７５歳以上　・要介護認定者　・要支援認定者　・運転免許証を自主返納した方
【利用について】
・図書等：貸出可能なミライｏｎ図書館所蔵の図書等

・冊数：５０冊

・期間：２２日間以内（往復の配送期間を含む）
【長崎県視覚障害者情報センターの概要】
視覚に障害のある方々に点字図書・録音図書・広報誌の点字版・録音版の作製と貸出等を行い、視覚障害者の情報入手の援助をし、ひいてはその生活と文化を向上させ、自立と社会参加の促進を図っています。いわゆる「身体障害者社会参加支援施設」の一つである「視聴覚障害者情報提供施設」です。約12,000タイトルの図書を所蔵しています。　
【開館時間】　９：００～１７：００　【休館日】毎週火曜日・祝日・年末年始
【場所】　　〒８５２－８１１４　長崎市橋口町１０番２２号
長崎子ども・女性・障害者支援センター３階
【電話番号】　　（０９５）８４６－９０２１
【ファックス】　（０９５）８４３－４５８９
【ホームページアドレス】　https://www.normanet.ne.jp/~nagasaki/index.htm
【長崎県視覚障害者情報センター佐世保】
【開館時間】　水・木・金曜日　１０：００～１６：００（祝日・年末年始を除く）
【場所】　　〒８５７－００４３　佐世保市天満町１番２７号
　県北振興局天満庁舎１階
【電話番号】　　（０９５６）２５－３３３６
【ファックス】　（０９５６）２５－３３５５
＜視覚障害者情報センターが行っているサービス＞
○　点字図書・録音図書の貸出
　　利用者の希望を受け、主として郵送により点字図書、録音図書の貸出を行います。視覚障害者情報センターにない図書は、他の施設から借り受けて貸し出します。
○　県・市・町の広報誌の点訳・音訳、提供
　　県・市・町の依頼を受けて、その広報誌の点字版・録音版を製作し、希望者に提供します。
○　プライベートサービス
　　利用者の希望を受けて、一般図書、資料、取扱説明書等の点訳・音訳及び対面朗読を行います。
○　定期刊行物（雑誌類）の提供
　　新聞の切抜、雑誌の抜粋等を主たる内容とする定期刊行物（点字雑誌・録音雑誌）を作製し、希望者に提供します。
○　レファレンス
　　利用者からの刊行物、資料等の所在、語句や内容の問合せに答えます。
○　自立支援
　　定期的に、また利用者の希望に応じて、更生相談、日常生活訓練（白杖歩行訓練、点字習得訓練等）、音声パソコン等の情報機器操作訓練等の自立支援を行います。なお、これらの訓練は、利用者の居住地へ出向いて行うこともできます。
○　点訳・音訳ボランティアの養成
　　点訳・音訳奉仕員養成講座や、登録ボランティアの技術向上のための研修を開催しています。
○　その他
　　懇談や映画上映会、ビブリオバトル等のイベントを開催し、利用者やボランティアとの交流を深めています。
　　県立盲学校等の教育機関に対して情報提供サービスを行うなど、相互に連携・協力しています。
　　県民や関係各機関に対して、視覚障害の理解を深めるための啓発活動を行っています。
